
 

総合的な学習の時間 学習指導案 

指導者 酒見 一平 

１ 日 時       平成２５年１１月２７日（水）２校時 

２ 学年学級      第６学年１組（男子１８名 女子２０名） 

３ 場 所       ６年１組教室 

４ 単元名       「かがやいている人」を見つけよう 

５ 単元について 

 ○ 本学級の児童は，これまでの総合的な学習の中で，興味や関心に応じた課題を設定し，解

決する学習を経験してきた。１学期の「世界に目を向けよう」の学習では，行ってみたい国

や詳しく知りたい国を選び，テーマを設定して調べ学習を行った。単元後半では，安芸府中

高校に来られたオーストラリアの高校生やＪＩＣＡの方々と交流する機会を設け，異文化に

ついての関心をもち理解を深めることができた。 

７月に行ったアンケート調査によると，「学習課題を見つけるのが好き」（７２％），「学習

したことをまとめるのが好き」（７２％）と，自分で課題を設定したり，整理分析したことを

まとめたりすることに対しては意欲的に活動している児童が多い。 

それに対して，「インタビューをしたり，質問したりするのが好き」（４４％），「まとめた

ことを発表するのが好き」（４４％）と，分かったことや考えたことを表現したり，人とかか

わって活動したりすることに対しては，あまり好きではないと答える児童が多かった。 

そのため，児童が積極的に他者とかかわり，協同的に学習することの良さを実感できる学

習活動を更に積み重ね，学習がより探究的になるような指導を継続して行う必要がある。  

 ○ 本単元では，新聞記事の活用を通して，世の中の出来事や動向に目を向けさせることで児

童の視野を広げることができるとともに，新聞記事に紹介されている「かがやいている人」

に焦点を当てながら学習を継続していくことで，様々な人物の行動や考え方に触れ，自らの

在り方を見直すことができる。この学習と並行して，身近な地域にも「かがやいている人」

がいないか探し，実際に取材やインタビューをさせていただきながら，尊敬できる人や学ぶ

べき人，感謝する人などの存在にあらためて気付き，地域への愛着が高まるようになると考

える。 

普段から新聞を読む習慣がある児童が少ないことから（４月の時点で３１％），まずは世の

中の出来事や報道されていた人物を教師が紹介したり記事を掲示したりして興味・関心を高

める。また，他者へのインタビューに苦手意識をもつ児童が多いことから，新聞社の方にゲ

ストティーチャーとして来ていただき，新聞の読み方や取材の仕方を教わる等して，新聞に

親しむ態度や他者と協同して学ぶスキルを身に付けさせることが必要である。 

○ 指導に当たっては，次の二点に留意していきたい。 

探究的な学習について 

   児童の新聞に対する興味・関心を高めるため，単元に入る前から学級の掲示板に最近の新

聞で話題になった人物や偉業を成し遂げた人物，投稿された小中学生の作文など，多様な記

事を継続して掲示する。新聞の情報から，世の中には「かがやいている人」がたくさんいる

ことを実感させ，自分でも探してみようとする意欲を高めていく。     【課題の設定】 

   個々で毎月スクラップした新聞記事や，身近な地域の「かがやいている人」から取材した

ワークシート等は，クリアファイルに蓄積していき，自分だけの人物集を作らせる。単元後

半では，それらの人物から学んだことや自分に生かしていきたいこと等をＫＪ法的な手法や



 

座標軸の入ったワークシートで整理して，次の単元「もっとすばらしい自分へ～自分向上プ

ロジェクト～」につなげていく。                   【整理・分析】 

協同的な学習について 

   児童がスクラップした新聞記事の人物や，身近な地域の人を定期的に紹介し合う場を設け

ることで，自分が知らなかった様々な「かがやいている人」がいることを知ることができる。 

【多様な情報を活用して協同的に学ぶ】 

   「かがやいている人」を紹介し合う場においては，友達の考えに対して常に自分の考えと

比べさせ，意見や感想を交流する。         【異なる視点から考え協同的に学ぶ】 

 

６ 単元の概要 

（１）単元の目標 

新聞や身近な地域から「かがやいている人」を探す活動を通して，様々な人物の行動や考

え方等に触れ，これからの自分の生き方を考えることができる。 

（２）単元で育てようとする資質や能力及び態度 

［学習方法に関すること］ 

対象と積極的にかかわる中で，課題を設定する。 

対象や目的に応じて情報を収集し，整理・分析して考える。 

［自分自身に関すること］ 

自らの生活の在り方を見直し，進んで考える。 

［他者や社会とのかかわりに関すること］ 

他者と意見交換をしながら自分の考えを深める。 

 

７ 単元の評価規準 

評価の

観点 

学習方法 自分自身 
他者や社会との 

かかわり 

課題設定 思考・分析 自己理解 協同 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

①新聞に紹介されて

いた人物について，

「かがやいている」

ポイントや選んだ理

由を明らかにしてい

る。 

②身近な地域の方々

に取材したい項目を

明らかにして，計画

を立てている。 

①様々な人物の言葉

や考え方，生き方の

共通点をＫＪ法的な

手法を使って整理し

ている。 

 

②様々な人物からの

学びを，座標軸入り

ワークシートに整理

し，優先度の高いも

のを選んでいる。 

①世の中には，様々

な「かがやいている

人」がいることに気

付き，自分の在り方

につなげて考えよ

うとしている。 

②様々な人物から

学んだことを生か

したり，実行したり

しようとしている。 

①友達や取材させ

ていただいた地域

の方々の考えや意

見を積極的に取り

入れている。 

 

②友達と意見交換

をしながら考えを

より深めている。 

 

 

 

 



 

８ 指導と評価の計画（全２４時間）     課＝課題設定，思＝思考・分析，自＝自己理解，他＝協同 

小単元名 

（時数） 
主な学習内容 評価規準及び評価方法 

１ 新聞から「か

がやいている

人」を見付けよ

う 

（８時間） 

○オリエンテーションをする。（１） 

○新聞に紹介されていた人について話し合

う。（１） 

○新聞に紹介されていた人物の記事を集

め，スクラップする。（３） 

○新聞から探した「かがやいている人」を

ワークシートにまとめ，グループ内で紹

介し合う。（３） 

 

自① 

 

課① 

 

協① 

 

観察による評価 

（行動観察） 

ポートフォリオに

よる評価 

制作物による評価 

（ワークシート） 

２ 身近な地域

の「かがやいて

いる人」を見付

けよう 

（１２時間） 

○「かがやいている人」に共通しているこ

とを見つけよう。（２） 

○身近な地域にいる「かがやいている人」

について話し合う。（２） 

○話を聞いてみたい人を決めて，グループ

で取材の計画を立てる。（３） 

○新聞社の方に取材の仕方や記事の書き方

を教わる。（２） 

○取材活動を行う。（３） 

思① 

 

 

 

課② 

 

 

 

協① 

制作物による評価 

（付箋・画用紙） 

 

 

制作物による評価 

（取材計画書） 

 

 

制作物による評価 

（取材メモ） 

３ 「かがやいて

いる人」からの

学びをまとめ

よう 

（４時間） 

○身近な地域の「かがやいている人」たち

の言葉や考え方，生き方から共通してい

ることを考える。（本時２／２） 

○自分に生かしていきたいことを整理す

る。（２） 

思① 

協② 

 

思② 

自② 

制作物による評価 

（付箋・画用紙） 

 

制作物による評価 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 本時について 

（１）本時の目標 

○ 身近な地域の「かがやいている人」の生き方や考え方を，共通点を明らかにしながら

整理・分析することができる。 

（２）準備物 

ホワイトボード（班活動用ワークシート） ホワイトボードマーカー 短冊 マジック 

（３）本時の展開 

学習活動 
・指導上の留意点，◇予想される児童の反応 

◎言語活動の充実 
評価規準（評価方法） 

１ 学習計画を振り返る。 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

３ どんな力を付けるか確

認する。 

 

・単元計画を振り返り，本時の学習の見通

しをもたせる。 

 

 

 

・どんな力を付けるための活動にするのか

を考えさせることで，活動の意味を明確

にできるようにする。 

◇「かがやいている人」たちへの取材で分

かったことを話し合い，共通点を見付け

ることができるようにする。 

 

４ 「かがやいている人」

たちの生き方や考え方を

思考ツールで整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時に付箋に書き出した３人の「かがや

いている人」たちの生き方や考え方を用

いて，班内で交流させる。 

◇私は，○○さんの ～ という行動に共感

しました。 

◇私は，○○さんの ～ という言葉から，

○○さんは…と考えていることが分かり

ました。 

・３人の方の考え方や生き方に迫り，話し

合いの中で共通点を見つけさせる。 

・思考ツール（ＫＪ法的な手法）を使って

整理させ，まとまりごとにタイトルをつ

けさせる。 

◎なぜそう思うのか，理由や根拠を明らか

にしながら話し合う。 

◇私は，３人の生き方の共通点は，常に人

のために行動していることだと思いま

す。なぜなら， ～ だからです。 

◇私は，３人の考え方の共通点は，信念を

もって物事に取り組んでいることだと思

います。なぜなら， ～ だからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・分析】 

① 様々な人物の言

葉や考え方，生

き方の共通点を

（ＫＪ法的な手

法）を使って整

理している。 

（ワークシート） 

「かがやいている人」たちの生き方や考え方の共通点を探ろう。 



 

（４）板書計画 

11/27  めあて「かがやいている人」の生き方や考え方の共通点を探ろう。 

 

       身近な地域の「かがやいている人」たち     各グループが付けたタイトル 

 

分類・整理の進め方 

 

５ 全体で交流し，まとめ

をする。 

・どんな共通点を見付けたか，各班が付け

たタイトルを黒板に掲示し，気付いたこ

とを話し合わせる。 

・わたしたちの町やわたしたちの生活との

かかわりにも気付かせる。 

６ 振り返りをし，次時の

学習について知る。 

・「かがやいている人」からの学びを自分自

身につなげていくことを予告する。 

 

付けたい力 

写真 写真 

 

写真 

 

① 

② 

③ 


